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概要 

アフリカは支援する土地また資源を持つ国として世界中から大きく注目されている 

そんな中日本がどのように関わっていけばいいのか、近現代史や政治経済社会文化など

様々な部門のアフリカについての研究のプロフェッショナル達へのインタビューでアフリ

カの国やその魅力をし本当の支援について考える本である。様々な問題を抱えるアフリカ

なら私たちがアフリカについて知っている事はあまりにも限られている。現地には現地の

文化があり価値観などがそれぞれある。その中日本の私たちが空いてお知らせ 2000 円だけ

でそのままいいと思う事を持ち込んでも押し付けになる可能性もある。 本当のアフリカの

姿を知ると言う事は私たちにとってとても重要なことである。  

 

 

・自分が興味を持ったインタビュー 

アフリカの手話の研究をされている方のインタビュー(亀井さん) 

手話は基本的に音声言語とは異なる文化を持つ独自の言語である。世界で様々な言葉があ

るように様々な手話が存在している。アフリカではその地域由来の上ではなく欧米の手話

言語が数多く持ち込まれて教えられている。 

亀井さんは最初これが文化の押し付け植民地主義のようなことではないかと考えていた。 

 

しかし現地では地元のろう者の反発を全く受けておらずむしろ、あの人たちのおかげで今

の私たちが存在する。というようにとても感謝されていた。 

 

↓なぜか 

 

過去にアメリカの黒人ろう者牧師とろう者のキリスト教団体がアフリカのろう者教育の発

展に大きく影響をしていたから。牧師たちによる教育事業はカメルーンだけではなくナイ

ジェリアを拠点としていてアメリカの 20カ国以上を対象にした大変スケールが大きいもの

であった。またアフリカ人ろう者の教員たちと共に手話でろう児達を教える学校設立しよ

うと言うまさにろう者によるろう者のための教育事業だった。 

昔の先進国ではろう者が学校で手話を使うことを良いこととしておらず音声の練習を行っ

ていた。しかしろう者たちは音声言語を耳で聞いて覚えることができない、理解ができない

というものだったので、反発があったが先進諸国はそれを受け止めなかった。だからこそ、

アフリカでろう者によるろう者のための教育を行なったことは大きな意味を持っていた。 

 

 



 

この本では自分が今まで学んできたようなところから少し離れたアフリカの実態について

深く知ることができた。音楽やアフリカの文学など普段あまり学ばない少し離れた所から

アフリカを知ることができる。もちろんアフリカの貧困についてなども書かれている。支援

の対象としての国という側面だけではなく文化的に優れているという側面についても考え

ることができた。 


